
軟弱地盤工事におけるICT施工の活用

軟弱地盤工におけるICT施工①

①これまでの軟弱地盤でのICT施工は沈下量を当初
の3次元設計データの高さから手動で調整する必要
がありました。1層30㎝厚を超えないように最大沈
下量に合わせて各層毎に手動で調整します。河川
土工でBDタイプ築堤の盛土は厚さ管理となります。
この場合は、盛土高さも沈下した分だけ低くなり
ます。

②この場合、盛土の最上層では、部分的に薄層に
なったり、層状数が増えたり、部分的な範囲の盛
土施工となってしまいます。
これだけICT技術が進んでいるのに、手動で手を加
えたり、部分的に従来の施工になったりと、軟弱
地盤でのＩＣＴ施工が難しいとされている理由で
す。弊社はこれをどうにかしたいと考えました。
これまで沈下棒からの沈下量で高さを調整するの
ではなく、各層状毎に面で管理出来ないだろう
か・・・。

③そこで今回実施したのが、沈下棒による点管理
から各層毎の面管理です。では、どのような方法
で行うか。通常であれば毎回ＵＡＶ測量を行えば
済むことですが、それでは費用がかかりすぎます。
従来工法に戻って職員が毎回測量してデータをま
とめて3次元データを修正するという方法もありま
す。それでは逆に計測時間が増え効率的ではあり
ません。推奨するi-Constructionの意義から離脱し
ないやり方、より安全に、より効率的にを追求し
効率が良くなれば業務を軽減でき、それは働き方
改革にも繋がるという思いで現地で実験しました。

NEXT ⇒ 軟弱地盤工におけるICT施工②


	スライド番号 2

